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議
連
結
成
を
求
め
る
声
、大
き
く
！

衆
参
国
会
議
員
26
名
参
加
！

　

平
成
27
年
11
月
11
日
（
水
）
午
後
５
時
半
よ
り
、
国
会
・

憲
政
記
念
館
に
お
い
て
明
治
の
日
推
進
協
議
会
主
催
に
よ
る

〈「
明
治
の
日
」
を
実
現
す
る
集
い
〉
が
開
催
、
多
く
の
国
民

有
志
が
参
加
し
た
。

　

当
日
の
集
会
は
国
歌
斉
唱
に
始
ま
り
、
中
尾
哲
雄
会
長
代

行
（
元
・
株
式
会
社
イ
ン
テ
ッ
ク
最
高
顧
問
）
が
開
会
の
辞
を
述

べ
た
。
そ
の
後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
塚
本
三
郎
会
長
（
元
・

民
社
党
委
員
長
）
が
「
国
民
か
ら
国
会
議
員
に
叱
咤
激
励
す
る

会
だ
」
と
壇
上
か
ら
檄
を
飛
ば
し
、
続
く
高
池
勝
彦
事
務
総

長
（
弁
護
士
）
が
全
国
各
地
で
集
め
て
い
る
11
月
３
日 

「
文
化

の
日
」
を 

「
明
治
の
日
」 

に
改
め
る
請
願
署
名
総
数
（
平
成
27

年
10
月
31
日
末
現
在
）
を
６
０
４
、４
４
９
筆
と
発
表
。

　

60
万
超
の
国
民
有
志
に
よ
る
署
名
目
録
、
集
会
開
催
に
あ

た
っ
て
採
択
さ
れ
た
決
議
文
が
そ
れ
ぞ
れ
出
席
し
た
国
会
議

員
に
手
交
さ
れ
た
。
今
回
の
集
い
を
契
機
に
、
与
野
党
の
壁

を
越
え
一
体
と
な
っ
て
国
会
議
員
連
盟
を
結
成
し
、
明
治
の

日
制
定
を
力
強
く
推
進
し
て
頂
き
た
い
。

　

基
調
講
演
で
は
杏
林
大
学
名
誉
教
授
で
日
本
会
議
会
長
の

田
久
保
忠
衛
先
生
か
ら
「
明
治
の
日
の
意
義
」
と
題
し
て
御

講
演
頂
く
。
国
際
政
治
学
の
御
専
門
の
立
場
か
ら
国
際
的
な

視
点
に
立
っ
て
建
国
以
来
の
偉
業
で
あ
る
と
明
治
維
新
を
捉

え
、
日
本
と
い
う
国
の
在
り
方
を
問
い
直
さ
れ
た
。

　

明
治
維
新
の
志
士
の
御
子
孫
に
も
あ
た
る
田
久
保
先
生
の

講
演
。
複
雑
に
絡
み
合
う
現
在
の
国
際
情
勢
、
日
本
と
外
国

と
の
政
経
関
係
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
に
蒙
を
啓
か
れ
る

内
容
で
心
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
参
加
者
を
代
表
し
て
２
名
（
女
性
・
地
方
）
に
よ

る
決
意
表
明
が
あ
っ
た
。

　

今
後
運
動
は
加
速
化
す
る
。
国
会
議
員
の
皆
様
に
お
い
て

も
、「
明
治
の
日
」
制
定
に
向
け
、
さ
ら
な
る
御
支
援
・
御
助

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

今年こそ「明治の日」実現を！

　

【

決　
　

議 

】

　

西
洋
列
強
に
不
平
等
条
約
を
押
し
付
け
ら
れ
た
先
人
は
、

そ
の
圧
力
を
跳
ね
返
す
べ
く
幕
藩
体
制
を
打
破
し
、
明
治
天

皇
の
下
で
近
代
国
家
の
建
設
に
取
り
組
ん
だ
。
日
清
・
日
露

の
対
外
戦
争
に
勝
利
し
、
領
事
裁
判
権
の
撤
廃
と
関
税
自
主

権
の
確
立
を
実
現
し
て
真
の
独
立
を
達
成
す
る
。

　

昭
和
二
年
、
明
治
の
御
代
を
顕
彰
せ
ん
と
す
る
国
民
の
運

動
が
実
り
、
明
治
天
皇
御
生
誕
の
日
で
あ
る
十
一
月
三
日
が

「
明
治
節
」
と
定
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
東
亜
戦

争
敗
戦
後
の
占
領
政
策
の
一
環
と
し
て
廃
止
さ
れ
て
し
ま
う
。

代
わ
り
に
、
日
本
国
憲
法
の
公
布
を
記
念
し
て
「
自
由
と
平

和
を
愛
し
、
文
化
を
す
す
め
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
文

化
の
日
」
が
制
定
さ
れ
た
。
人
間
は
誰
し
も
「
自
由
と
平
和

を
愛
し
、
文
化
を
す
す
め
る
」
こ
と
を
望
む
が
、
そ
の
具
体

的
内
容
に
つ
い
て
国
民
的
了
解
が
得
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え

ず
、
特
定
の
一
日
と
敢
え
て
結
び
付
け
る
必
要
も
な
い
。

　

我
ら
国
民
有
志
は
、
明
治
時
代
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
平

成
の
現
在
に
お
い
て
国
民
と
し
て
何
を
な
す
か
を
考
え
る
契

機
と
す
べ
く
、
十
一
月
三
日
を
「
文
化
の
日
」
か
ら
「
明
治

の
日
」
へ
と
改
め
る
祝
日
法
改
正
の
請
願
署
名
運
動
を
平
成

二
十
年
か
ら
展
開
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
訴
え
は
、
良
識
あ

る
国
民
の
支
持
を
得
て
数
多
く
の
署
名
が
集
ま
っ
た
。

　

国
民
の
選
良
た
る
国
会
議
員
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の

熱
烈
な
る
国
民
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
明
治
維
新
か
ら

百
五
十
年
目
の
節
目
に
当
た
る
平
成
三
十
年
ま
で
に
「
明
治

の
日
」
制
定
を
実
現
す
べ
く
、
速
や
か
な
る
法
案
の
提
出
を

強
く
求
め
る
。

　

右
、
決
議
す
る
。

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
一
日

「
明
治
の
日
」
推
進
の
集
い
参
加
者
一
同

明
治
時
代
を
見
直
す
意
見
は
、
識

者
の
間
か
ら
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
明
治
の
日
実
現
に
向
け
、

賛
同
く
だ
さ
る
国
会
議
員
の
結
集

を
期
待
い
た
し
ま
す
。

日本会議・田久保会長「明治の日の意義」力説に喝采！超党派、多数国会議員が気勢上げる


